








右
の
安
東
船
は
、
後
の
弘
安
辛
己
年
に
参
戦
し
て
皆
滅
せ
し
準
船
名
で
あ
る
。

元
禄
十
年
四
月
十
三
港
船
供
養
講
中
控

安
倍
一
族
元
適
之
戦
殉
死
塚
の
妃

文
永
已
已
年
、
天
弥
生
於
対
馬
沖
海
戦
元
之
船
と
殉
死
せ
る
安
倍
氏
一
族
之
霊

魂
之
為
菩
提
建
之

安
倍
五
郎
盛
季
（
行
年
二
十
六
才
）
安
倍
小
五
郎
兼
任
（
行
年
四
十
一
才
）

安
倍
小
太
郎
義
季
（
行
年
三
十
五
才
）
安
倍
次
郎
重
季
（
行
年
五
十
一
才
）

安
倍
宗
十
郎
光
成
（
行
年
二
十
一
才
）
安
倍
佐
太
郎
孝
季
（
行
年
三
十
才
）

安
倍
金
佐
エ
門
秀
任
（
行
年
二
十
三
才
）

南
無
阿
弥
陀
仏
弘
安
甲
甲
年
五
月
是
建

し
た
軍
船
名
は
左
の
と
お
り
の
如
く
で
あ
る
。

日
本
海
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東
支
那
海
・
マ
ニ
ラ
海
峡
・
印
度
洋
ま
で
海
上
交
通
で
川

本
随
一
の
船
団
を
組
ん
で
活
蹄
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
北
条
氏
の
執

樅
と
し
て
の
勢
力
拡
大
に
あ
る
頃
、
解
府
に
蝿
数
頭
を
献
上
す
る
と
あ
る
が
、
か
な

り
北
条
氏
に
接
近
し
て
い
る
蛎
爽
が
あ
り
、
束
と
関
係
深
い
各
地
の
豪
族
と
も
親
し

く
し
、
そ
の
近
臣
を
川
い
て
い
た
こ
と
な
ど
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
十
三
湊
の

繁
栄
に
深
い
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

弘
安
辛
已
年
五
月
蒙
古
討
伐
之
出
船

安
倍
円
次
郎
頼
季
（
行
年
二
十
一
才
）

安
倍
太
郎
貞
季
（
行
年
三
十
才
）

安
倍
定
次
郎
房
季
（
行
年
五
十
才
）

安
倍
善
四
郎
尊
任
（
行
年
二
十
才
）
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灘

熊
野
丸

安
東
丸

涛
浄
丸

追
手
丸

大
日
丸

皇
帝
丸

朝
日
丸

葵

安
涛
丸

束
済
九

十
三
宗
丸

天
竺
丸

往
来
丸

五
行
丸

法
城
丸

築
紫
之
浦
殉
戦
安
倍
一
族
之
塔
の
記

安
倍
義
郎
忠
季
（
行
年
十
六
才
）

安
倍
甚
三
郎
成
任
（
行
年
四
十
六
才
）

安
倍
与
四
郎
勝
季
（
行
年
二
十
五
才
）

安
倍
十
郎
正
景
（
行
年
十
九
才
）

伏
兇
丸

犬
詠
丸

渡
出
丸

平
将
丸

北
条
丸

近
王
丸

月
氏
丸

神
名
丸

韓
幽
丸

修
験
丸

漉
雑
密
丸

、
暉
肝
Ｌ

／
冊
机

京
師
丸

伝金大白神戯

法神宰当風王

丸丸丸丸丸丸

保
元
・
平
治
の
乱
に
続
い
て
全
盛
の
平
家
一
門
は
、
世
は
平
家
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人

に
あ
ら
ず
と
誇
っ
た
。
こ
の
頃
『
今
鏡
』
が
完
成
し
て
い
る
が
、
そ
の
記
に
よ
れ
ば
、

初
代
福
島
城
主
十
三
左
エ
門
尉
藤
原
秀
栄
の
兄
は
、
西
暦
二
七
○
年
（
嘉
応
）
に

奥
羽
を
平
征
し
て
平
泉
に
三
代
将
軍
と
し
て
、
藤
原
秀
衡
が
鎮
守
府
将
軍
・
蝦
夷
管

領
に
任
ぜ
ら
れ
ろ
。

お
ご
る
平
家
に
は
い
つ
し
か
世
相
の
風
が
冷
く
吹
き
、
京
都
。
奈
良
・
鞍
馬
山
の

僧
徒
の
治
承
の
変
、
以
仁
王
、
頼
朝
の
挙
兵
。
木
曽
義
仲
の
挙
兵
と
な
り
、
遂
に
一

の
谷
、
屋
島
、
壇
の
浦
の
戦
と
な
り
、
一
族
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

二
度
の
大
頭
を
も
っ
て
来
冠
し
た
蒙
古
は
、
さ
ら
に
第
三
次
の
来
攻
を
計
画
し
た

が
、
遂
に
未
確
定
に
終
り
、
元
も
又
勢
力
が
衰
え
て
い
っ
た
。

鎌
倉
幕
府
で
は
、
博
多
湾
沿
岸
に
石
築
捉
を
つ
く
り
、
鋏
西
探
題
を
没
侭
す
る
な

ど
し
て
防
備
を
尽
し
た
が
、
こ
の
た
め
、
九
州
の
御
家
人
に
『
異
国
蒋
間
査
役
』
を

課
し
、
多
大
の
軍
亟
的
経
済
的
負
担
が
か
か
り
、
戦
役
終
局
近
く
に
は
、
御
家
を
も

守
護
の
指
揮
の
も
と
に
動
員
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
、
武
家
社
会
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。

安
東
氏
も
、
こ
の
後
の
軍
船
立
直
し
に
は
多
大
の
負
担
を
か
け
る
よ
う
に
な
る
が
、

こ
の
元
冠
の
役
で
は
安
東
水
軍
の
活
躍
め
ざ
ま
し
く
『
安
東
な
く
し
て
、
こ
の
戦
、

あ
り
得
ず
』
と
、
得
宗
将
軍
時
宗
は
、
こ
の
誉
れ
を
永
く
讃
え
た
と
い
う
。

弘
長
三
年
癸
亥
（
西
暦
一
二
六
三
年
）
北
条
時
頼
（
三
七
才
）
は
早
く
し
て
亡
く

な
り
、
時
宗
が
将
車
職
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
は
冷
害
き
び
し
く
庶
民
の

生
活
は
貧
し
か
っ
た
。
ま
た
文
永
に
年
号
が
か
わ
り
、
日
本
の
脳
土
に
も
大
陸
か
ら

の
文
化
が
流
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
支
那
で
は
南
宋
帝
が
よ
う
や
く
外
敵
元
の
た

め
に
勢
力
を
失
い
、
遂
に
元
の
時
代
に
変
ろ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
に
か
、
政
治
的
に
も
、
日
本
が
よ
う
や
く
そ
の
独
虹
を
お
び
や
か
さ
れ
、

名
僧
日
蓮
が
国
難
来
る
の
予
言
を
な
し
、
時
の
将
耶
に
言
上
し
て
流
罪
と
な
る
。
佐

渡
島
物
語
に
お
け
る
日
通
上
人
の
説
法
は
鬼
神
を
も
ふ
る
い
立
た
せ
て
弟
子
数
人
が

各
豪
族
の
武
将
を
動
か
し
、
説
法
の
正
統
を
力
説
し
て
文
永
十
一
年
将
頑
よ
り
罪
を

許
さ
れ
、
上
人
は
身
延
山
に
久
遠
寺
を
建
立
し
、
法
華
宗
を
弘
め
る
。
凹
越
上
人
の

予
言
は
遂
に
必
中
し
て
、
そ
の
年
の
秋
、
第
一
回
目
の
蒙
古
の
襲
来
が
や
っ
て
き
た
。

国
難
来
る
の
報
は
全
国
津
々
浦
々
に
狸
き
腰
っ
た
。
ウ
ラ
ル
ー
ア
ル
タ
イ
山
脈
を

越
え
て
中
央
ア
ジ
ア
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
征
服
し
た
ジ
ン
、
ス
キ
カ
ン
は
、
モ
ン
、
コ
ル

を
拠
点
と
し
て
、
支
那
の
宋
に
進
出
、
大
帝
国
を
建
設
し
た
。
仙
扣
ク
ピ
ラ
イ
の
時

に
四
号
を
『
元
』
と
改
め
、
十
三
世
紀
の
巨
大
な
脚
造
り
を
な
し
た
。

元
冠
・
蒙
古
の
襲
来
は
鎌
倉
中
期
に
起
っ
た
。
Ⅲ
界
征
服
の
野
望
、
そ
れ
が
日
本

へ
の
来
攻
で
あ
っ
た
。
元
は
高
麗
を
戦
減
し
、
文
永
五
年
（
西
暦
一
、
二
六
八
年
）
以

降
た
び
た
び
日
本
服
従
を
迫
っ
た
。
時
の
将
軍
北
条
時
宗
こ
れ
を
抓
否
し
た
た
め
、

四
隅
三
一
七
四
年
と
一
二
八
一
年
（
弘
安
四
年
）
の
二
度
に
わ
た
り
二
十
八
万
の
大

駆
を
も
っ
て
北
九
州
博
多
に
攻
め
て
き
た
。
時
の
将
耶
時
宗
は
、
い
ち
早
く
東
川
流

安
束
水
耶
に
布
令
、
出
勤
す
る
よ
う
要
術
状
が
十
一
二
柵
脇
城
主
安
倍
貞
季
の
も
と
に

届
け
ら
れ
た
心

本
城
十
三
編
島
よ
り
直
ち
に
支
城
及
び
藤
崎
城
へ
発
令
、
安
東
水
瓶
の
軍
船
総
出

勤
を
決
意
し
、
博
多
の
浦
へ
、
い
ち
早
く
帆
を
進
め
て
い
っ
た
。
こ
の
戦
乱
に
出
勤

安
倍
彦
四
郎
時
季
（
行
年
四
十
一
才
）
安
倍
三
郎
忠
長
（
行
年
二
十
二
才
）

右
為
安
東
一
族
戦
死
者
菩
捉
南
無
阿
弥
陀
仏

弘
宏
甲
甲
年
五
月
安
倍
陣
卜
郎
建
足

右
十
三
浦
三
王
坊
建
立
せ
る
古
碑
之
写
せ
秋
川
孝
季
記

葵

葵

、
■
ｒ

毎
■
己
■

ヘ
ィ へI

‘畳

▲‘


